
【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈ＩＣＴ活用〉】実践例第５章

タブレットを活用した家庭学習を進める中で、家庭学習の習慣化や主体的な学
習につなげる取組

～菊陽町立菊陽中部小学校～

児童がタブレット端末を自宅に持ち帰り、自ら課題に取り組んだり、ドリルの宿題を行った
りすることで、「家庭学習の習慣化」を目指しています。

〔家庭学習の課題例〕

①の課題では、家庭に持ち帰ったミニトマト

の成長を継続して記録させることができます。

また、②の課題では、日常生活の中から身の

回りのかさの単位を探し、算数の学習と日常生

活の関連を深め、算数を主体的に学ぶ態度を育

成します。

③、④、⑤の課題では、自分のペースで自分

の学びに合った学習をすることができます。特

に⑤のアプリでは、下学年の問題で復習をする

こともできます。児童は自分の進度に応じた学

びをすることで家庭学習への意欲が高まり、主

体的に学習を進めるようになっています。
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【家庭と連携し、子供が自ら取り組む家庭学習〈ＩＣＴ活用〉】実践例第５章

「主体的な家庭での学び」「家庭と学校のつなぎ」に向けたＩＣＴの活用
～上天草市立登立小学校～

タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習での活用が、児童の学習意欲につながっている。

登立小学校の児童は、家庭学習における１つの教材と
して、ドリルソフト等を活用しています。タブレット端
末の持ち帰りの日には、端末に保存している国語、算数、
社会、理科の４教科の教材の中から学習内容を選び、主
体的に、自分のペースで取り組んでいます。採点機能を
活用することで、理解状況をその場で確認したり、保存
機能を活用することで、記録の積み重ねを振り返ったり
することができ、児童の達成感につながっています。
現在、コロナ感染や感染不安等による長期欠席児童に対して、タブレットを配付し、Teams

を使ったオンラインで授業に参加できるようにしています。
今後は、児童の取組に対する通信を利用した評価（赤ペンの返信、進捗状況に対するコメン

トなど）や、保存された記録の活用、見届けと定着に向けたフォローなどの取組を進めていく
予定です。※上天草市では、すべての小中学校のタブレットにアプリ「ドリルパーク」をインストールしています。

また、朝の家庭からの連絡（体温等）では、連絡帳に代わる連絡手段として、ＩＣＴを活用
しています。これまでの手作業から、ワンクリックによる一覧表への整理ができ、業務改革に
もつながっています。


